
1. 音の高さ まず、モスキート音（モスキートーン
と書いている人がいました。正しくは
モスキート音）は、蚊が聞こえるので
はなく、蚊の羽ばたく音のようなので
そう言っていると思います。
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人間の可聴領域を超えた音、特に振動数が大きいもの
を超音波と言っています。犬もコウモリも、超音波が
聞こえることで有名ですね。光の場合もそうであるよ
うに、音の場合も超音波かどうか、ではなく、波の伝
えるエネルギーが強すぎると人体に害になります。

授業で寝ている人を起こすのに使えそうですね！！
猫に聞こえる超音波だけのは
ずが、人間にも聞こえていた
という訳ですね。これも個人
差があるかもしれないので、
他の人がどうか調べると面白
いかもしれません。

生理学的な話なので私にはよくわかりません。ただ、そもそ
も音が聞こえる仕組み自身がよくわかってない、と聞いたこ
とがあります。

2. 干渉
この実験は、興味を持ってもらえた人が多
かったようです。さて、実験でも明らかに
なったように、50cm ぐらいずれただけでも聞
こえる音の大きさが変わる現象です。ちょっ
とずれていたのではないかと思います。

実にいろいろな現象が波にかかわってい
ます。特に大気中の光の興味深く、まだ
まだ紹介していない現象が沢山あります。

この現象は、おそらく光冠と
呼ばれる現象です。これも回
折と干渉がかかわっています。
だけど、直接太陽を見るのは
目に良くありません。月でも
同じような現象が起こります
から、月を注意してみてくだ
さい。

私自身も虹に詳しくありません。おそらく、雨粒の大きさがそろっている時ではないかと思います。

よく知っていましたね。自動
車の車内の騒音を減らすのに
も使われています。

3. 反射と屈折 これは日本語で「こだま」とか、
「やまびこ」と呼ばれる現象で
す。これは屈折ではなく、音の
反射が原因です。

特殊な波では反射で速さが変わりま
す。音や光は変わりません。反射だ
けではエネルギーは減りません。

基本的に電波を受けるという原理は同じです。パラボ
ラアンテナの中央に受信機があります。パラボラは反
射して電波を集めるところに特徴があります。

そういうことです。ただし、1
秒間に何千回とかです。



4. 波の速さ

5. 回折

いい話ですね。別の話で、100m走の
場合には、ピストルに近い人と遠い
人で差が出ます。そこで、スタート
地点の選手それぞれの近くにスピー
カを置くそうです。

光はとても速いので瞬時に届
きます。ところが、音は遅い
です。時間差（何秒か）に340
ｍをかけると、落雷地点から
の距離がわかります。

海の波が堤防の狭い所を過ぎると、広が
るようになる現象ですね。色々な場面で現
れます。たとえば、テレビの音は隣の部屋
でも聞こえますね。音がまっすぐに進まず、
障害物を回りこんで進むからです。東京タ
ワーが見えないところでもテレビが映ると
ころがあります。これも同じです。

イヤホンの音が漏れやすいのもそうです。
少しの隙間があれば、そこから音が広がっ
てしまいます。これも回折の例です。

6. 大気中の光学現象 これは光芒と呼ばれる現象
です。大気中のチリに光が当
たって光の通り道がみえる現
象です。まさに、天使の梯子
という異名もあったはずです。

幻日は、どんよりとしたうす曇りの日の夕方に見られることがあります。ぜひ気にしてみてください。
彩雲はレンズ雲の端に見ることができますが、写真のようなもので
はありません。どのような時に見えるかは、私の課題でもあります。

ずっと空を撮っていると、「ええっ？
UFO ？」と思うこともあります。多く
は飛行機雲です。

7. その他 海の波自身は液体はないので、光も気体でも液
体でも何でもありません。ただ、これは良い視
点です。音は空気が伝えます。光は何が伝える

のか？この話には色々と経緯があります。とりあえずの答えは、「何も無くても伝わる」です。

携帯やパソコン、バイクや掃除機、
ブラウン管テレビまでノイズを出
します。AM には厳しい時代です。

これも生理学なので詳しくありません。体中につな
がっている神経を伝わる信号のことをお話ししている
ので、おそらく違います。

これはドップラー効果と呼ばれています。時間があればお話し
します。

1秒間に100回振動することを

100Hzというということです。

全く気にせずに選んでいます。そうでした
か。ちなみに、採用されたければ、一つの
ポイントは濃いめに書くことです。また、
一つの文を短くすることです。
ちなみに、今日も採用でしたね。


